
上
天
草
市
96
万
円
、
総
務
省
分

類
に
よ
る
類
似
団
体
天
草
市
が

99
万
円
で
14
市
の
中
で
平
均
で

あ
る
。

問　
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
、

地
方
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

宇
城
市
の
健
全
化
判
断
比
率
の

４
つ
の
指
標
と
そ
の
数
字
の
意

味
は
。

総
務
部
長　
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
に
つ
い
て

は
宇
城
市
の
場
合
は
黒
字
で
あ

り
、
全
く
該
当
な
し
。
実
質
公

債
費
比
率
は
早
期
健
全
化
基
準

（
黄
色
信
号
）
で
は
25
．
０
に

対
し
、
宇
城
市
は
16
．
５
。
将

来
負
担
比
率
は
３
５
０
．
０
が

黄
信
号
に
対
し
て
、
宇
城
市
の

場
合
１
６
８
．
５
で
あ
る
。

市
長　
余
力
の
な
い
厳
し
い
状

況
で
は
あ
る
が
健
全
経
営
と

思
っ
て
い
る
。

問　
財
政
の
今
後
の
見
通
し
と

財
政
健
全
化
の
具
体
策
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　
財
政
計
画
は
、
地
方
交

付
税
へ
の
一
本
算
定
へ
の
移
行

が
あ
る
の
で
10
年
長
期
計
画
と

し
て
作
成
す
る
。
基
本
方
針
は
、

活
性
化
を
念
頭
に
置
き
、
歳
出

改
革
を
重
点
目
標
と
し
、
直
近

の
３
か
年
に
つ
い
て
は
事
業
実

施
計
画
と
整
合
性
の
取
れ
た
計

画
作
成
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

実
質
公
債
費
比
率
、
経
常
収
支

比
率
な
ど
の
財
政
指
標
に
つ
い

て
も
、
要
因
が
歳
出
過
剰
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
歳
出
改
革
に
よ

り
改
善
さ
れ
る
。
具
体
策
と
し

て
、
保
育
園
の
あ
り
方
、
私
立

保
育
園
と
公
立
保
育
園
の
共
存

を
考
え
て
い
る
が
、
今
後
の
財

政
の
歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
極
め
、
状
況
に
よ
っ
て
は

民
営
化
も
視
野
に
入
れ
、
市
民
、

議
員
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
判

断
し
た
い
。

問　
自
主
財
源
の
確
保
と
企
業

誘
致
、
誘
致
の
条
件
を
整
え
る

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　
世
界
的
規
模
で
景
気
後

退
が
進
む
中
、
企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
継
続
的
な
働
き
か
け
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
用
地
は
、

仮
に
、
ほ
場
整
備
地
区
を
候
補

地
と
す
る
場
合
は
、
面
積
的
に

は
十
分
だ
が
、
農
地
法
等
関
係

法
令
に
基
づ
く
手
続
き
が
必
要

で
あ
る
。
交
通
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
存
在
は

誘
致
企
業
に
と
っ
て
も
選
定
要

因
の
大
き
な
要
素
で
あ
る
。
小

川
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
建
設

は
、
宇
城
市
南
部
方
面
の
誘
致

活
動
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の

た
め
、
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
む
。

　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
整
備
に

関
す
る
制
度
改
正
を
受
け
て
、

国
土
交
通
省
、
県
、
西
日
本
高

速
道
路
㈱
、
県
警
な
ど
と
計
画

申
請
に
関
す
る
協
議
を
行
い
、

氷
川
町
と
の
連
名
の
上
、
西
日

本
高
速
道
路
㈱
に
「
九
州
自
動

車
道
小
川
Ｂ
Ｓ
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
関
す
る
実
施

計
画
書
」
を
提
出
し
た
。
国
土

交
通
省
の
同
意
に
向
け
て
課
題

は
あ
る
が
、
宇
城
市
と
氷
川
町

の
地
域
の
活
性
化
、
振
興
発
展

に
必
要
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

で
あ
り
、
21
年
度
中
の
着
手
に

向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
。

問　
奨
学
金
制
度
の
充
実
、
連

帯
保
証
人
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
委
員
長　
借
り
や
す
い
、

利
用
し
や
す
い
制
度
に
す
る
た

め
施
行
規
則
の
見
直
し
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
他
市
町
の
施
行

規
則
も
参
考
に
し
て
、
連
帯
保

証
人
は
扶
養
者
１
人
と
し
、
あ

と
１
人
は
連
帯
を
負
わ
な
い
と

こ
ろ
の
保
証
人
を
付
け
る
な
ど

の
改
正
を
図
る
。
来
年
度
の
奨

学
金
貸
付
制
度
か
ら
実
施
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

問　
市
長
、
座
右
の
銘
と
す
る

言
葉
は
。
ま
た
、
市
の
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
信
念
及
び

政
治
哲
学
を
問
う
。

市
長　
私
の
座
右
の
銘
は
、「
初

志
貫
徹
」。
政
治
哲
学
は
、「
市

政
の
主
人
公
は
市
民
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
極
端
な

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
よ
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
知
恵
を
出
し

合
い
、
汗
を
流
し
合
い
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。

問　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
は
、

「
は
っ
き
り
示
す
」
の
イ
タ
リ

ア
語
が
語
源
と
さ
れ
、
選
挙
公

約
に
数
値
目
標
や
期
限
、
財

源
を
明
示
し
た
も
の
と
思
う
が
、

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
そ
の

と
こ
ろ
を
一
切
明
示
し
て
い
な

い
。
市
長
自
身
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
意
味
を
、
ど
う
解
釈
し
て
い

る
の
か
。

市
長　
宣
言
・
声
明
書
の
意
味

で
あ
り
、
個
人
ま
た
は
団
体
が

方
針
や
意
図
を
多
数
者
に
向

か
っ
て
は
っ
き
り
と
知
ら
せ
る

こ
と
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の
演

説
や
文
書
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
教
育
・
子
育
て
充
実
と
し

て
「
保
育
所
は
公
立
、
私
立
の

特
長
を
い
か
し
た
共
存
を
目
指

す
と
と
も
に
待
機
児
童
の
解
消

を
図
り
ま
す
」
と
あ
る
が
、
公

立
保
育
所
、
児
童
館
は
民
営
化

の
方
向
に
進
ん
で
い
た
と
記
憶

す
る
。
市
長
は
、
こ
の
民
営
化

の
方
針
を
変
更
す
る
の
か
。

市
長　
行
財
政
改
革
に
基
づ
き
、

保
育
園
等
の
将
来
像
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。民
営
化
を
進

め
る
過
程
で
、
公
立
・
私
立
保

育
園
の
特
長
を
い
か
し
て
共
存

を
目
指
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

親
の
思
い
、施
設
の
思
い
を
把
握

し
な
が
ら
、同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
話

し
合
い
を
続
け
た
い
と
思
う
。

問　
福
祉
施
策
の
充
実
に
つ
い

て
市
長
は
、
敬
老
会
の
復
活
を

う
た
わ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
形
で
の
敬
老
会
の
復
活
を
す

る
の
か
。
決
し
て
紅
白
饅
頭
を

配
る
こ
と
が
老
人
福
祉
で
は
な

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　
老
人
福
祉
法
の
規
定
で
、

行
政
と
し
て
敬
老
思
想
の
高
揚

に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
実
施
時
期
、
方
法
、
予
算

案
を
固
め
、
６
月
議
会
に
提
出

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
『
生
活
道
路
を
優
先
し
た

道
路
改
修
に
取
り
組
む
』
と

の
点
に
関
し
て
は
、
市
長
と
の

認
識
は
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、

２
５
０
ｍ
足
ら
ず
の
距
離
に
総

額
約
９
億
５
０
０
０
万
円
か
か

る
道
路
計
画
は
、
市
長
の
財
政

に
対
す
る
考
え
方
か
ら
、
中
止

あ
る
い
は
変
更
が
あ
っ
て
然
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　
以
前
か
ら
の
計
画
を
引

き
継
い
で
お
り
、
十
分
な
判
断

は
ま
だ
し
て
い
な
い
し
、
結
論

は
出
し
て
い
な
い
。
し
か
し

着
々
と
進
ん
で
い
る
こ
と
は
事

実
。

問　
計
画
が
あ
る
と
い
っ
て
そ

の
ま
ま
進
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

各
種
施
策
と
齟
齬
（
そ
ご
）
す

る
と
思
う
。
も
う
一
度
、
十
分

検
討
を
願
う
。

問　
本
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
優
先
交

渉
権
者
が
決
定
し
て
い
る
が
、

基
本
的
部
分
の
変
更
は
、
信
義

則
に
照
ら
し
て
も
無
理
と
思
う

が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長　
地
元
住
民
や
関
係
機
関

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
出

来
る
だ
け
早
く
結
論
を
出
し
た

い
と
思
う
。

問　
支
所
機
能
を
縮
小
し
本
庁

に
人
員
及
び
権
限
を
集
中
す
る

改
革
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。
支
所
職
員
の
減
少
し
た

地
域
は
産
業
活
力
が
失
わ
れ
て

お
り
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
警
鐘
が

鳴
ら
さ
れ
て
い
る
。

市
長　
早
急
に
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
組
織
再
編
に
向
け
、

市
民
の
声
も
お
聞
き
し
な
が
ら

進
め
た
い
。

問　
老
朽
化
し
落
橋
が
危
ぐ
さ

れ
る
戸
馳
大
橋
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
補
強

で
も
新
橋
と
同
じ
強
度
耐
力
が

得
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

市
長　
概
算
で
は
、
補
修
補
強

10
億
円
、
補
修
補
強
と
歩
道
橋

20
億
円
、
架
け
替
え
30
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
平
成
26
年
度
ま
で
に
終
了
せ

ね
ば
な
ら
ず
、
早
い
時
期
に
結

論
を
出
し
、
戸
馳
住
民
の
期
待

に
添
え
る
よ
う
努
力
す
る
。

問　
三
角
島
原
フ
ェ
リ
ー
が
廃

止
と
な
り
、
国
道
57
号
線
を

つ
な
ぐ
産
業
の
結
節
が
途
絶
え
、

観
光
の
シ
ン
ボ
ル
が
消
え
た
こ

と
を
残
念
が
る
訴
え
が
後
を
絶

た
な
い
。
三
角
島
原
フ
ェ
リ
ー

再
開
に
向
け
ど
の
よ
う
な
考
え

で
い
る
の
か
。

市
長　
三
角
港
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

を
検
証
し
、
国
や
県
と
協
議
し

助
成
制
度
を
活
用
し
、
市
の
財

政
支
出
を
検
討
し
て
行
き
た
い
。

問　
小
川
町
益
南
広
場
に
熊
本

宇
城
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
同
時

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ

デ
ミ
ー
熊
本
宇
城
が
寄
宿
舎
を

建
設
し
て
い
る
が
、
寄
附
金
目

標
額
１
億
５
０
０
万
円
に
対
し
、

半
分
し
か
寄
附
が
集
ま
っ
て
い

な
い
と
聞
い
て
い
る
が
計
画
通

り
進
ん
で
い
る
の
か
。

企
画
部
長　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
建

吉
組
と
の
間
で
支
払
期
限
の
延

長
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。

問　

資
金
調
達
や
事
業
計
画

全
体
の
目
論
見
が
非
常
に
甘

か
っ
た
と
思
う
。
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
つ
い
て

も
『
宇
城
市
の
一
般
財
源
は
一

切
使
わ
ず
起
債
償
還
に
つ
い
て

は
Ｊ
Ｆ
Ａ
助
成
金
に
よ
り
償
還

す
る
』
と
し
て
議
会
の
承
諾
を

得
て
い
る
が
、
県
か
ら
の
指
摘

に
よ
り
、
起
債
償
還
に
つ
い
て

岡
本 

泰
章  

議
員

「
財
政
問
題
に
つ
い
て
」

「
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
」

德
永 

雄
一 

議
員

「
所
信
表
明
を
聞
い
て
」

「
し
の
ざ
き
て
つ
お
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
つ
い
て
」

「
豊
福
南
部
農
業
集
落
排
水

事
業
に
つ
い
て
」

石
川 

洋
一 

議
員

「
機
構
改
革
に
つ
い
て
」

「
安
全
対
策
に
つ
い
て
」

「
地
域
経
済
に
つ
い
て
」

「
サ
ッ
カ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
に

つ
い
て
」

「
地
方
財
政
健
全
化
法
に
つ

い
て
」

高齢者交流事業の1コマ

完成した熊本宇城フットボールセンター（小川町）
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